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■ 収支計算書
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対前年度比

3,536,420
13,018

6,834,551
29,956

10,413,945
6,581,066

45,405,548
0
0

99,632
10,773

9,276,741
3,069,709
305,557

58,167,960
-6,809,613

58,162
29,080
29,082

平成20年度

3,166,612
26,086

6,693,116
12,451

9,898,265
6,721,493

35,153,114
0
0

138,455
14,242

7,621,646
2,363,813
5,486

45,296,756
-4,047,222

3,025,988
1,512,994
1,512,994

経常支出
 業  務  費
 借入金利息
 信用保険料
 雑　支　出

合　　計
経常収支差額
経常外支出
 求償権償却
 譲受債権償却
 有価証券償却
 雑勘定償却
 退  職  金
 責任準備金繰入
 求償権償却準備金繰入
 その他支出
  
合　　計
経常外収支差額
  
  
  
当期収支差額
収支差額変動準備金繰入額
基本財産繰入額

経常収入
 保  証  料
 預け金利息
 有価証券利息・配当金
 延滞保証料
 損　害　金
 事務補助金
 責任共有負担金
 雑　収　入
合　　計
  
経常外収入
 償却求償権回収金
 責任準備金戻入
 求償権償却準備金戻入
 求償権補填金戻入
 　保　険　金
 　損失補償補填金
 補　助　金
 その他収入
  
合　　計
  
金融安定化特別基金取崩額
制度改革促進基金取崩額
収支差額変動準備金取崩額

平成19年度

支　　　出
科　　目

（平成20年4月1日から平成21年3月31日まで　単位：千円、%）
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対前年度比

14,977,441
196,739
1,249,563
100,594
193,061
745
0

276,868
16,995,010

1,657,482
7,621,646
2,363,813
39,590,661
36,582,749
3,007,912

0
124,745

51,358,347

229,495
57,214

0

平成20年度

14,697,174
289,343
1,085,593
92,087
160,534
739
0

294,288
16,619,758

1,682,132
7,544,050
2,258,055
29,753,628
27,397,533
2,356,095

0
11,670

41,249,534

324,271
27,446

0

平成19年度

収　　　入
科　　目

※各項目の合計は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。       
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■ 平成２０年度収支計算書（図解）

支　出 収　入
業務費

３５億円（32億円）

保証料
１５０億円
（１47億円）

預け金利息等
14億円（14億円）

その他
６億円（5億円）

責任準備金戻入
７６億円
（75億円）

求償権償却準備金戻入
２４億円
（23億円）

求償権補填金戻入
３９６億円
（298億円）

その他
18億円（17億円）

金融安定化特別基金取崩額
２億円（3億円）

制度改革促進基金取崩額
５７百万円（27百万円）

借入金利息
１３百万円（26百万円）

信用保険料
６８億円（67億円）

信用保険料

求償権償却
４５４億円
（352億円）

責任準備金繰入
９３億円（76億円）

当期収支差額
５８百万円（30億円）

求償権償却準備金繰入
３１億円（24億円）

その他
4億円（1億円）

※（　）内は前期の数字
※各項目の合計は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

公庫への信用保険料は1年分
前払いですが、決算書上では当
該決算期間に対応する額を計
上します。つまり（当期支払保険
料＋前期末未経過保険料＋当
期末未払保険料－前期末未払
保険料－当期末未経過保険
料）が計上されます。

求償権償却
年度末求償権のうち当年度中に
受領した保険金・損失補償補填
金を原資として償却するもの（396
億円）及び代位弁済後5年を経過
したものと当協会の償却基準によ
り特に回収困難と認められるもの
（58億円）を合算した454億円を計
上しています。

求償権償却準備金
求償権は100％回収可能なもので
はないので、資産の健全性を保つ
観点から求償権の回収不能額を
見積もって一定の割合を積み立
てます。洗替え方式を採用してい
るので、前期末に計上した求償権
償却準備金の戻入（収入）が行
われると同時に、求償権償却準備
金の繰入（支出）が行われます。

経
常
支
出

経

常

外

支

出

経
常
収
入

経

常

外

収

入

保証料
決算書上の保証料は、受入保証
料のうち当該決算期間に対応す
る額、つまり（前期末未経過保証
料＋当期受入保証料－当期末未
経過保証料）が計上されます。

責任準備金
景気変動等により代位弁済が著
しく増加した場合に備え支払い資
金として、保証債務残高に対して
一定の割合を積み立てています。
洗替え方式を採用しており、前期
末に計上した責任準備金の戻入
（収入）が行われると同時に当期
責任準備金の繰入（支出）が行
われます。

求償権補填金
代位弁済により公庫から受領し
た保険金と兵庫県等から受領し
た損失補償補填金からなってい
ます。求償権補填金を期末に戻
入処理することにより求償権の
償却を行います。

金融安定化特別基金取崩額
金融安定化特別会計にかかる
欠損は、それを補うために別途
出捐された金融安定化特別基
金を取り崩すことになっていま
す。今期は特別会計で3億円の
欠損が出たため、２億円を特別
基金から取り崩しました。20年度
で全ての特別基金が取り崩され
ました。

制度改革促進基金取崩額
部分保証にかかる代位弁済に
よる損失等は、それを補うために
別途国から受領した制度改革
促進基金を取り崩すことになっ
ています。今期は57百万円を取
り崩しました。
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